
（1）

二
）

太
宰
春
台
と
『
産
語
』

｛
‥
｝
a
z
a
i
　
　
　
S
y
u
n
d
a
i
　
　
　
a
n
d
　
　
　
”
　
S
a
n
g
o
。
。

　
　
　
　
　
　
M
a
s
a
o
　
　
　
　
N
a
g
a
y
o
s
h
i

　
以
下
に
『
産
語
』
な
る
書
物
の
検
討
を
試
み
る
た
め
に
、
ま
ず
、
『
産
語
』

を
取
巻
く
状
況
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
お
く
方
が
便
宜
か
と
思
う
。

　
『
産
語
』
上
下
二
巻
十
二
篇
は
、
寛
延
二
年
（
↑
べ
台
）
九
月
に
刊
行
さ
れ

た
。
著
者
は
、
と
言
え
ば
、
著
者
に
擬
せ
ら
れ
る
当
の
太
宰
春
台
は
年
月
不

詳
の
段
文
を
記
し
て
、
そ
こ
に
こ
ん
な
風
に
書
き
付
け
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

産
語
十
二
篇
、
撰
者
の
姓
名
を
題
さ
ず
。
伝
へ
て
言
ふ
、
寧
渠
佛
寺
の

古
蔵
に
出
づ
、
と
。
予
は
則
ち
浪
華
之
市
に
獲
。
考
ふ
る
に
漢
よ
り
以

来
、
歴
代
の
芸
文
経
籍
志
、
皆
載
せ
ず
。
書
中
言
ふ
所
、
皆
生
を
治
む

る
の
事
に
し
て
、
多
く
管
晏
李
便
白
圭
等
の
語
を
録
す
、
儒
家
な
る
か
、

抑
法
家
な
る
か
、
予
其
の
属
す
る
所
を
定
む
る
能
は
ず
。
夫
れ
古
書
の

中
夏
に
逸
し
て
、
我
が
日
本
に
存
す
る
者
頗
る
多
し
。
古
文
尚
書
孝
経

の
如
き
は
、
其
の
昭
昭
た
る
者
の
み
。
誰
か
此
書
の
管
晏
李
白
の
徒
の

著
す
所
に
し
て
、
亦
中
夏
に
逸
し
て
、
我
が
日
本
に
存
す
る
者
に
非
ざ

永
　
　
吉
　
　
雅
　
　
夫

る
を
知
ら
ん
や
。
予
特
其
の
生
を
治
む
を
言
ふ
の
甚
だ
詳
か
に
し
て
、

国
家
の
治
に
論
及
し
、
天
下
の
人
に
益
有
る
を
愛
す
る
の
み
。
是
に
於

い
て
手
校
繕
写
、
諸
を
巾
笥
に
蔵
し
、
以
て
帷
中
之
珍
と
為
す
と
爾
云

ふ
。

つ
ま
り
、
『
産
語
』
は
撰
者
不
詳
、
は
や
く
漢
以
前
に
中
華
に
散
逸
の
古
書

で
、
自
分
は
も
と
奈
良
の
古
寺
の
蔵
か
ら
出
た
も
の
を
大
坂
で
手
に
入
れ
た

と
、
春
台
は
言
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
延
享
四
年
（
↑
コ
コ
　
の
春
台
の
死
に
後
れ
る
こ
と
二
年
に
し

て
刊
行
さ
れ
た
と
き
、
そ
も
そ
も
こ
の
欧
文
の
叙
述
は
最
初
か
ら
、
い
わ
ば

仕
掛
け
の
底
の
割
れ
た
〈
仮
託
〉
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
く
塩
梅
さ
れ
て
い
た
。

と
い
う
の
は
、
春
台
の
門
弟
宮
田
明
の
書
い
た
序
文
は
、
そ
れ
を
阻
侠
学
派

が
先
躍
と
仰
ぐ
明
代
の
古
文
辞
家
王
世
貞
の
「
左
逸
短
長
」
の
作
に
な
ぞ
ら

え
、
そ
こ
に
春
台
の
文
章
力
、
つ
ま
り
は
「
古
文
辞
」
に
対
す
る
習
熟
に
つ

い
て
の
お
の
ず
か
ら
な
る
自
負
を
読
取
る
こ
と
で
、
師
の
顕
彰
を
果
た
そ
う

と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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か
く
て
春
台
の
蹟
文
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
産
語
』
を
春
台
の
著
述
と
す

る
こ
と
は
、
む
し
ろ
狙
侠
一
門
の
あ
い
だ
で
は
周
知
の
、
共
通
の
理
解
で

あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
た
と
え
ば
『
文
会
雑
記
』
巻
之
三
上
に
「
産
語
ハ

春
台
ノ
文
ノ
中
ニ
テ
、
飛
キ
リ
タ
ル
出
来
ノ
文
ナ
リ
ト
思
ハ
ル
、
ト
君
修
ノ

説
ナ
リ
」
、
あ
る
い
は
お
な
じ
く
巻
之
三
下
に
［
春
台
ノ
産
語
ハ
珍
ラ
シ
ク

ス
グ
レ
タ
ル
文
ナ
リ
］
と
あ
る
の
を
見
て
も
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

右
の
『
文
会
雑
記
』
巻
之
三
の
聞
書
き
は
と
も
に
宝
暦
四
年
五
年
（
↑
ぶ
升

己
時
点
の
記
事
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
宮
田
明
の
序
文
に
左
右
さ
れ
た

言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
君
修
」
こ
と
松
崎
観
海
は
十
三
歳
、
元
文
二

年
（
↑
回
ご
す
で
に
春
台
五
十
八
歳
の
と
き
の
入
門
で
あ
り
、
巻
之
三
下

の
言
葉
を
遺
し
た
原
田
清
蔵
も
や
は
り
同
時
期
に
但
練
門
下
と
交
友
を
持
ち

始
め
た
人
物
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
こ
に
も
う
一
つ
、
後
世
の
、
出
所
不
明
の
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
あ
れ
、
他
の
門
人
は
、
動
も
す
れ
ば
此
新
来
寡
言
の
客
（
春
台
の
こ

と
Ｉ
引
用
者
注
）
を
軽
ん
ず
る
傾
き
が
あ
っ
た
か
ら
、
一
日
、
自
作
の

擬
古
文
を
懐
に
探
り
、

『
此
頃
さ
る
と
こ
ろ
よ
り
手
に
入
れ
た
産
語
で
ご
ざ
る
。
惟
ふ
に
産
語

　
の
書
名
は
、
漢
以
後
の
芸
文
志
に
無
い
程
に
、
或
は
先
秦
の
遺
文
が

　
彼
の
土
に
失
は
れ
て
此
方
に
残
っ
た
物
で
は
ご
ざ
る
ま
い
か
』

諸
子
は
手
に
し
た
。
鳥
殼
第
一
に
始
ま
っ
て
、
楽
施
、
有
土
、
琴
乙
其

の
他
合
せ
て
上
下
十
二
篇
、
文
は
古
雅
な
上
に
端
正
な
楷
書
、
甲
よ
り

乙
、
乙
よ
り
丙
と
其
の
妙
に
感
じ
っ
ゝ
次
第
に
傅
へ
て
、
組
練
の
手
許

へ
来
た
。

阻
練
は
眉
を
輦
め
な
が
ら
、
熟
読
数
篇
、
初
め
て
釈
然
た
る
も
の
の
如

く
、
忽
ち
眉
を
開
い
て
供
笑
し
て

『
諸
君
子
証
か
さ
れ
ま
い
ぞ
。
是
は
太
宰
氏
の
御
手
作
ぢ
や
』

衆
は
崔
然
と
し
て
注
視
す
る
も
の
梢
し
ば
ら
く
、
以
来
寡
言
の
新
客
は

重
ん
ぜ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
前
滓
淵
月
『
太
宰
春
台
』
に
よ
れ
ば
、
『
産
語
』
は
但
練
の
刑
眼
に

し
て
は
じ
め
て
見
ぬ
き
得
た
と
こ
ろ
の
、
春
台
が
但
練
入
門
の
時
に
す
で
に

書
き
上
げ
て
い
た
「
自
作
の
擬
古
文
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
春
台
の
組
侠

入
門
は
京
坂
で
の
生
活
の
後
よ
う
や
く
江
戸
へ
戻
っ
た
正
徳
元
年
（
↑
コ
↑
）

三
十
二
歳
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
余
談
め
く
が
、
は
た
し
て
右
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
如
く
で
あ
る
な
ら
、
『
文
会
雑
記
』
に
遺
さ
れ
た
春
台
の
門
人
の

０
　
言
は
意
地
悪
く
読
ん
だ
場
合
に
は
、
以
来
三
十
数
年
の
春
台
の
精
進
は
そ

の
始
発
を
凌
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。
よ
し
ん
ば
、
そ
れ
が
表
明
さ
れ
る
思
想
の
内
容
に
つ
い
て
で

な
く
、
か
り
に
そ
の
文
章
力
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
の
言
で
あ
る
に

し
て
も
。

　
と
も
あ
れ
前
滓
は
記
さ
ず
、
寡
聞
に
し
て
そ
の
典
拠
を
知
る
由
も
な
い
が
、

考
え
て
み
れ
ば
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
中
に
春
台
の
言
葉
は
こ
れ
は
春
台
の
蹟

文
を
言
換
え
た
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
組
侠
入
門
時
す
で
に
春
台
が
一
定
の

学
力
と
り
わ
け
文
章
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
春
台
初
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テ
練
翁
二
対
面
シ
テ
、
詩
文
ヲ
出
シ
テ
見
セ
ラ
レ
タ
ル
時
、
足
下
ハ
詩
文
既

二
一
家
ヲ
ナ
セ
リ
、
経
学
ヲ
修
シ
タ
マ
ヘ
ト
云
レ
タ
リ
」
と
い
う
記
事
が

『
文
会
雑
記
』
　
に
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
、
こ
の
時
春
台
が

「
出
シ
テ
見
セ
」
た
「
詩
文
」
を
た
と
え
ば
『
産
語
』
だ
っ
た
と
考
え
る
根

拠
、
と
言
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
と
も
、
そ
う
い
う
推
測
を
許
す
も
の
が

何
か
お
る
の
か
、
ど
う
か
。

　
じ
つ
は
宮
田
明
の
序
文
は
「
嘗
て
経
済
録
を
著
し
、
頗
る
一
代
の
治
に
備

ふ
も
、
笠
ハ
の
書
秘
し
て
之
を
蔵
す
。
乃
ち
此
の
書
の
如
き
、
亦
其
の
緒
余
」

と
記
し
て
、
む
し
ろ
逆
に
組
侠
入
門
の
後
年
、
享
保
十
四
年
（
↑
ぺ
諮
）
春

台
五
十
歳
の
自
序
を
持
つ
『
経
済
録
』
撰
述
の
「
緒
余
」
、
い
わ
ば
副
産
物

と
で
も
い
う
性
格
付
け
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
不
明
や
組
隨
に
取
巻
か
れ
た
『
産
語
』
で
は
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
春
台
自
身
の
欧
文
が
伝
え
る
経
緯
で
は
な
く
、
そ

の
欧
文
を
解
釈
し
た
宮
田
明
の
序
文
が
実
情
を
伝
え
る
、
す
な
わ
ち
『
産

語
』
は
春
台
の
著
作
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
通
説
で
、
『
国
書
総
目
録
』
に
い
た
る
書
誌
類
に
お
い
て
の
扱
い
も

春
台
の
著
作
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
当
事
者
の
言
を
確
た
る
根
拠
も
な
し
に
否
定
し
て
、
二
次
的
な

関
与
者
に
す
ぎ
な
い
者
の
解
釈
に
一
方
的
に
従
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
、
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
『
産
語
』
を
積
極

的
に
論
述
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
の
は
、
む
し
ろ
春
台
自
身
の
欧

文
が
伝
え
る
経
緯
の
と
お
り
の
物
と
し
て
『
産
語
』
を
位
置
付
け
よ
う
と
す

る
立
場
の
方
で
あ
っ
た
。
た
め
に
、
た
と
え
ば
「
『
春
台
先
生
紫
芝
園
稿
』

管
見
」
は
、
著
者
に
つ
い
て
の
見
解
を
保
留
し
て
い
る
。

　
神
谷
正
男
の
一
連
の
『
産
語
』
研
究
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
『
産
語
の
研
究

校
注
篇
第
一
冊
』
解
説
に
よ
っ
て
神
谷
の
所
論
を
整
理
す
れ
ば
、
結
論
的
に

は
『
産
語
』
は
春
台
の
欧
文
に
言
う
と
お
り
先
秦
時
代
の
遺
著
で
、
お
そ
ら

く
は
「
先
秦
農
家
の
思
想
の
典
型
で
は
な
い
か
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
論
の
当
否
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
神
谷
は
前
滓
説
を
春
台
の
欧
文
内
容
を

裏
付
け
る
も
の
で
、
『
産
語
』
を
春
台
の
著
作
と
す
る
の
は
、
そ
こ
に
あ
る

-312-

よ
う
に
阻
徐
に
よ
っ
て
貼
ら
れ
た
事
実
に
反
す
る
レ
ご
ア
ル
と
読
む
立
場
か

ら
、
宮
田
の
序
文
に
『
経
済
録
』
撰
述
の
「
緒
余
」
と
あ
る
の
に
時
間
的
な

矛
盾
を
見
、
か
つ
、
序
文
は
春
台
の
古
文
辞
に
対
す
る
習
熟
に
つ
い
て
の
自

負
を
王
世
貞
を
ひ
き
あ
い
に
し
て
ま
で
述
べ
て
い
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
古

文
辞
を
「
糞
雑
衣
」
と
口
を
き
わ
め
て
罵
る
『
文
論
詩
論
』
の
春
台
か
ら
す

れ
ば
、
そ
れ
は
奇
異
な
こ
と
だ
と
、
序
文
の
根
幹
に
基
本
的
な
疑
問
を
呈
し

て
い
る
。

　
確
か
に
、
前
滓
説
と
序
文
と
は
食
い
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
繰
り
返
し

言
う
よ
う
に
、
前
渾
説
じ
た
い
典
拠
不
詳
、
事
実
性
の
確
認
が
な
さ
れ
得
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
谷
が
序
文
を
し
り
ぞ
け
る
の
に
は
、
「
昭
和
二

十
八
年
二
月
の
あ
る
日
」
古
書
肆
で
偶
然
『
産
語
』
を
「
手
に
と
っ
て
、
そ

の
本
を
だ
ん
だ
ん
立
ち
読
み
し
て
ゆ
く
中
に
、
そ
の
本
に
引
用
さ
れ
て
い
る

先
秦
諸
子
の
豊
富
な
未
詳
資
料
に
、
私
は
す
っ
か
り
驚
嘆
し
て
し
ま
っ
た
。

読
め
ば
読
む
ほ
ど
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
あ
ら
わ
れ
る
不
思
議
な
未
詳
資
料
に
私

は
自
分
の
眼
を
見
は
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
」
と
い
う
、
『
産
語
』
自
体
に
展

開
さ
れ
る
説
話
群
に
対
す
る
判
断
の
問
題
か
お
る
。
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も
っ
と
も
、
滝
本
誠
一
編
『
日
本
経
済
大
典
　
9
』
解
題
は
、
い
と
も
無

造
作
に
も
端
的
に
「
蓋
し
春
台
は
古
文
辞
を
以
て
自
ら
誇
る
も
の
、
乃
ち
故

ら
に
得
意
の
古
文
を
綴
り
て
、
得
意
の
経
済
説
を
述
べ
、
霜
か
に
古
書
に
擬

し
て
、
世
人
を
欺
か
ん
と
し
た
る
悪
戯
に
外
な
ら
ず
」
と
述
べ
て
、
そ
う
い

う
「
不
思
議
な
未
詳
資
料
」
と
い
う
見
方
を
一
蹴
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
よ
う
や
く
実
際
に
『
産
語
』
を
読
ん
で
み
る
段
階
に
た
ど
り
つ
い
た
よ
う

で
あ
る
。

註
I
　
原
漢
文
。
以
下
、
原
則
と
し
て
引
用
に
際
し
て
は
適
宜
、
書
き
下
す
こ
と

　
　
　
と
す
る
。

註
2
　
鼻
州
山
人
四
部
稿
巻
之
一
百
四
十
一
、
一
百
四
十
二
所
収

註
3
　
岩
橋
遵
成
『
阻
練
研
究
』
ふ
函
頁

註
4
　
前
滓
淵
月
『
太
宰
春
台
』
丞
・
回
頁

註
5
　
も
っ
と
も
、
そ
れ
が
同
じ
松
崎
観
海
の
言
葉
で
あ
る
の
は
皮
肉
で
は
あ
る

　
　
　
が
。

註
6
　
小
島
康
敬
　
ぺ
り
か
ん
社
　
近
世
儒
家
文
集
集
成
6
解
説

註
7
　
書
籍
文
物
流
通
会
刊
　
昭
和
3
7
年
8
月
1
日
発
行

註
8
　
明
治
文
献
発
行
　
昭
和
4
2
年
4
月
1
5
日
発
行
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
『
産
語
』
上
下
二
巻
十
二
篇
の
目
録
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
上
巻
は
鳥
鍛
第
一
、
楽
施
第
二
、
有
土
第
三
、
琴
乙
第
四
、
有
人
第
五
、

皐
賓
第
六
、
下
巻
は
冷
無
彊
第
七
、
馮
垣
第
八
、
四
民
第
九
、
文
侯
問
第
十
、

物
価
第
十
一
、
良
ト
第
十
二
、
以
上
で
あ
る
。

　
こ
の
篇
名
は
何
か
の
意
味
、
た
と
え
ば
内
容
提
示
的
な
意
味
を
負
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
第
一
篇
の
「
鳥
鍛
」
は
冒
頭
に

「
鳥
之
為
殼
也
。
有
待
乎
母
之
哺
。
」
と
あ
る
文
章
の
二
字
に
因
み
、
第
二
の

「
楽
施
」
も
ま
た
そ
の
初
め
の
文
に
「
仁
者
楽
施
。
倹
者
重
予
」
と
あ
る
の

に
依
っ
て
い
る
。
第
六
の
「
皐
賓
」
、
第
九
の
「
四
民
」
、
第
十
一
の
「
物

価
」
が
そ
れ
ぞ
れ
同
様
で
、
残
り
の
篇
は
固
有
名
詞
で
あ
る
と
そ
う
で
な
い

と
の
如
何
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
も
冒
頭
の
二
文
字
な
い
し
三
文
字
を
篇
の
名

に
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
点
で
便
宜
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

篇
は
そ
れ
な
り
の
主
題
の
統
｝
性
を
持
つ
と
し
て
も
、
単
一
の
話
題
で
終
始

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
神
谷
を
驚
嘆
さ
せ
た
「
つ
ぎ
つ
ぎ
と
あ
ら
わ

れ
る
不
思
議
な
未
詳
資
料
」
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
話
群

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
そ
の
便
宜
性
は
頷
か
れ
る

は
ず
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
中
で
た
と
え
ば
皐
賓
第
六
の
い
ち
ば
ん
最
後
の
説
話
は
、
こ

う
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
長
く
な
る
の
を
厭
わ
ず
こ
こ
に
引
用
す
る
理
由
は
、

読
め
ば
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
あ
る
。

晋
人
に
瘤
を
項
に
患
ふ
者
有
り
。
材
を
山
に
取
り
、
還
ら
ん
と
し
て
日

暮
れ
、
空
舎
に
宿
を
投
ず
。
夜
、
群
鬼
の
舎
に
宴
す
る
有
り
。
瘤
者
を

見
て
曰
く
、
客
何
す
る
者
ぞ
や
、
と
。
対
へ
て
曰
く
、
山
下
の
邑
人
に

し
て
、
材
を
山
に
取
り
、
日
暮
れ
て
行
く
べ
が
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
宿

を
此
に
借
る
。
異
人
に
非
ざ
る
也
、
と
。
鬼
曰
く
、
子
食
を
欲
す
る
か
、

と
。
曰
く
、
欲
せ
ざ
る
な
り
、
と
。
飲
を
欲
す
る
か
。
曰
く
、
唯
酒
を

欲
す
る
の
み
、
官
は
飲
む
を
欲
せ
ず
。
鬼
曰
く
、
善
し
、
と
。
因
り
て

-m-
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こ
れ
を
飲
む
。
宴
酣
に
し
て
、
鬼
瘤
者
に
謂
ひ
て
日
く
、
能
く
歌
ふ
か
、

と
。
対
へ
て
曰
く
、
里
巷
の
下
曲
、
恐
ら
く
は
聴
く
に
足
ら
ざ
る
の
み
。

鬼
日
く
、
第
だ
歌
へ
。
瘤
者
節
を
撃
し
て
歌
へ
ば
、
群
鬼
咸
善
し
と
称

す
。
又
曰
く
、
子
能
く
舞
ふ
か
、
と
。
対
へ
て
曰
く
、
下
節
、
恐
ら
く

は
観
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
。
鬼
曰
く
、
第
だ
舞
へ
。
瘤
者
起
ち
て
舞
へ

ば
、
群
鬼
咸
悦
び
、
曰
く
、
善
し
、
と
。
是
に
於
い
て
歓
甚
だ
し
。
暁

に
至
り
鬼
将
に
去
ら
ん
と
す
。
瘤
者
に
謂
ひ
て
日
く
、
吾
曹
夜
必
ず
此

に
集
ふ
。
子
豊
能
く
復
来
た
り
会
せ
ん
か
、
と
。
瘤
者
曰
く
、
諾
、
と
。

鬼
日
く
、
然
り
と
雖
も
、
子
能
く
食
言
無
か
ら
ん
や
。
請
ふ
、
必
ず
物

を
以
て
質
と
為
さ
ん
、
と
。
瘤
者
曰
く
、
我
は
樵
夫
な
れ
ば
、
唯
一
斧

有
る
の
み
。
官
に
有
す
る
所
無
し
。
請
ふ
ら
く
は
斧
を
以
て
質
と
為
せ
、

と
。
鬼
日
く
、
是
れ
何
ぞ
以
て
質
と
為
す
に
足
ら
ん
、
子
の
項
を
観
る

に
瘤
有
り
、
以
て
質
と
為
す
べ
し
、
と
。
因
り
て
其
の
瘤
を
取
る
に
、

痛
ま
ず
且
つ
血
を
見
ず
。
鬼
既
に
去
る
。
黎
明
、
瘤
者
走
り
て
家
に
帰

る
。
家
人
其
の
瘤
亡
き
を
観
、
因
り
て
こ
れ
を
問
ふ
。
こ
れ
に
故
を
告

ぐ
。
里
人
に
瘤
を
頚
に
患
ふ
者
有
り
。
こ
れ
を
聞
き
、
其
の
家
に
就
き

謁
し
て
曰
く
、
子
且
に
復
往
か
ん
と
す
る
か
、
と
。
対
へ
て
曰
く
、
未

だ
必
ず
せ
ざ
る
也
。
曰
く
、
余
、
子
に
摂
ら
ん
事
を
願
ふ
、
幸
い
に
以

て
吾
が
瘤
を
去
ら
し
む
べ
し
。
曰
く
、
可
な
り
、
と
。
里
人
遂
に
往
く
。

夜
鬼
至
る
。
里
人
を
見
て
曰
く
、
悪
し
、
是
れ
何
ぞ
昔
者
見
し
所
に
非

ざ
る
や
。
里
人
曰
く
、
躊
昔
の
瘤
者
、
不
幸
に
疾
作
れ
り
、
故
に
予
を

し
て
来
た
り
て
諸
君
に
謝
せ
し
む
る
也
。
鬼
曰
く
、
予
亦
酒
を
好
む
か
。

曰
く
、
否
、
と
。
能
く
歌
ひ
舞
ふ
か
。
曰
く
、
略
能
く
す
、
と
。
こ
れ

を
し
て
歌
舞
せ
し
む
れ
ど
も
、
善
か
ら
ず
。
群
鬼
悦
ば
ず
。
日
く
、
子

の
歌
舞
善
か
ら
ず
、
吾
曹
以
て
歓
を
為
す
無
し
、
趨
り
帰
る
べ
し
、
昔

者
質
と
す
る
所
、
爾
を
煩
は
し
て
こ
れ
を
前
人
に
致
す
、
と
。
因
り
て

以
て
昔
者
取
る
所
の
瘤
、
里
人
の
項
に
著
け
、
遂
に
帰
ら
し
む
。
旧
瘤

未
だ
除
か
ず
、
更
に
新
瘤
を
負
ひ
て
帰
る
。
唯
自
ら
量
ら
ず
し
て
徒
に

人
を
羨
む
の
禍
な
る
の
み
。

　
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
〈
瘤
取
り
爺
さ
ん
〉
と
し
て
知
ら
れ
た
話
だ
ろ

う
。
無
論
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
第
二
「
三
　
鬼
に
瘤
取
ら
る
る
事
」
に

比
較
し
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
同
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
大
き
な
違

い
の
一
つ
は
瘤
の
位
置
、
す
な
わ
ち
ご
こ
に
「
項
」
（
う
な
じ
）
と
「
顕
」

（
の
ど
く
び
）
、
つ
ま
り
首
の
前
後
と
あ
る
の
は
、
『
宇
治
拾
遺
』
で
は
「
右

の
顔
」
と
「
左
の
顔
」
、
つ
ま
り
頬
の
左
右
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
あ
る
人
が
山
中
で
鬼
ど
も
に
出
会
い
、
そ
の
芸
に
よ
っ
て
鬼

ど
も
を
悦
ば
せ
、
次
回
を
約
束
す
る
質
に
瘤
を
取
ら
れ
る
、
そ
し
て
そ
れ
を

聞
い
た
も
う
ひ
と
り
の
人
が
代
わ
り
に
出
か
け
た
が
、
瘤
を
取
っ
て
も
ら
う

ど
こ
ろ
か
質
の
瘤
ま
で
も
ら
っ
て
く
る
、
と
い
う
話
の
構
成
に
お
い
て
は

ま
っ
た
く
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
な
に
よ
り
、
結
末
に
示
さ
れ
た
教
訓
的
言

辞
「
唯
自
ら
量
ら
ず
し
て
徒
に
人
を
羨
む
の
禍
な
る
の
み
」
は
、
『
宇
治
拾

遺
』
の
末
尾
の
簡
潔
な
結
論
「
物
羨
み
は
せ
ま
じ
き
事
な
り
と
か
」
と
ま
っ

た
く
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
当
該
箇
所
に
頭
注
し
て
『
産
語
の
研
究
　
校
注
篇
第
一
冊
』

が
記
す
よ
う
に
「
以
下
ノ
患
瘤
者
ノ
説
話
ハ
未
詳
。
但
シ
、
宇
治
拾
遺
ニ
コ
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ノ
説
話
二
類
似
ス
ル
和
文
ノ
説
話
が
見
エ
ル
。
朝
鮮
ニ
モ
類
似
ノ
説
話
ガ
ア

ル
。
」
と
言
う
の
は
そ
の
通
り
で
、
今
回
、
直
接
、
文
献
に
当
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
た
と
え
ば
森
林
太
郎
他
撰
、
標
準
於
伽
文
庫
『
日
本
童

詰
』
下
巻
解
説
〈
瘤
取
り
に
つ
い
て
〉
に
は
、
高
橋
亨
『
朝
鮮
の
物
語
集
』

に
基
づ
い
て
、
そ
の
間
の
異
同
を
「
鬼
に
愉
悦
を
与
う
る
原
因
が
、
こ
れ
に

あ
っ
て
は
舞
踊
、
か
れ
に
あ
っ
て
は
歌
謡
と
な
っ
て
い
る
点
だ
け
」
と
述
べ

て
い
る
。
同
解
説
は
、
さ
ら
に
中
国
に
お
け
る
類
話
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、

明
末
の
墨
想
察
（
憑
夢
龍
の
こ
と
）
の
『
笑
府
』
巻
上
形
体
篇
を
挙
げ
る
の

み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
か
り
に
春
台
が
『
笑
府
』
巻
上
形
体
篇
を

読
ん
だ
と
し
て
も
、
と
て
も
典
拠
た
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
『
産
語
』
で
は
こ
の
瘤
取
り
の
説
話
の
直
前
に
、
「
梁
人
に
猫
を

畜
ふ
者
あ
り
、
命
け
て
家
虎
と
日
ふ
」
に
始
ま
る
説
話
が
配
さ
れ
て
い
る
。

つ
ち
の
猫
は
鼠
を
捕
る
こ
と
絶
妙
、
世
に
虎
よ
り
凄
い
も
の
は
居
な
い
か
ら

采
虎
と
命
名
し
た
と
い
う
主
人
に
、
客
が
次
々
、
そ
れ
よ
り
強
い
も
の
は
、

と
、
龍
、
雲
、
風
、
培
、
さ
ら
に
鼠
と
き
て
、
挙
句
や
は
り
猫
と
呼
ぶ
の
が

一
番
だ
と
知
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
内
容
で
あ
る
。
『
産
語
の
研
究
　
校
注

扁
第
一
冊
』
は
ま
た
頭
注
し
て
「
以
下
ノ
梁
人
猫
ヲ
畜
ウ
ノ
説
話
ハ
未
詳
」

と
記
し
て
い
る
が
、
以
上
内
容
を
述
べ
れ
ば
、
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る
〈
鼠
の
嫁

入
り
〉
と
し
て
知
ら
れ
た
話
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
。
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

１
　
る
は
ず
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
〈
鼠
の
嫁
入
り
〉
の
話
は
、
日
本
の
文
献
で

は
『
沙
石
集
』
巻
八
の
そ
れ
が
古
い
。
す
な
わ
ち
「
鼠
ノ
、
女
ヲ
マ
ウ
ケ
テ
、

大
下
ニ
ナ
ラ
ビ
ナ
キ
碧
ヲ
ト
ラ
ン
」
と
い
う
の
で
、
ま
ず
天
子
（
太
陽
）
の

ら
と
へ
、
そ
れ
か
ら
雲
、
風
、
築
地
と
き
て
、
結
局
「
鼠
ワ
何
ニ
モ
ス
グ
レ

タ
ル
ト
テ
、
鼠
ヲ
ム
コ
ニ
ト
リ
ケ
リ
」
と
い
う
話
で
あ
る
。
『
産
語
』
の
方

で
は
循
環
形
式
の
話
の
環
が
余
分
に
｝
つ
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
話
の
展
開

に
は
何
ら
の
相
違
も
な
い
。

　
た
だ
知
ら
れ
る
よ
う
に
『
沙
石
集
』
に
は
イ
ン
ド
の
経
典
中
の
物
語
が
多

く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
無
論
中
国
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
実
際
『
沙
石
集
』
で
は
、
〈
鼠
の
嫁
入
り
〉
の
話
は
こ

ん
な
仏
教
思
想
の
例
話
と
し
て
意
味
付
け
ら
れ
て
い
る
。
「
誠
二
佛
法
ノ
効

験
ナ
ン
ド
ニ
テ
、
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
貧
ヲ
ノ
ソ
ク
事
ハ
有
ベ
シ
。
（
中
略
）
只
未

来
無
窮
ノ
果
報
、
目
出
力
ル
ベ
キ
浄
土
菩
提
ノ
道
ヲ
、
コ
ヒ
ネ
ガ
ヒ
テ
、
既

ニ
サ
ダ
マ
レ
ル
貧
賤
ノ
身
、
非
分
ノ
果
報
ヲ
望
ム
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
。
そ
し
て
、

『
産
語
』
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
儒
教
に
翻
訳
し
た
と
し
た
ら
、
さ
も
あ
る

だ
ろ
う
と
い
う
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
こ
の
話
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。夫

れ
人
欲
極
ま
り
岡
く
、
分
に
涯
り
有
り
、
萄
も
其
の
欲
を
極
め
、
以

て
其
の
分
を
喩
ゆ
る
は
、
不
智
の
甚
だ
し
き
者
な
り
。
夫
れ
欲
豊
得
て

極
む
べ
け
ん
や
、
分
豊
得
て
喩
ゆ
べ
け
ん
や
。

　
無
論
、
こ
う
し
た
翻
訳
が
経
由
地
の
中
国
で
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
は

決
し
て
言
い
切
れ
ま
い
。
そ
れ
は
そ
う
な
の
だ
が
、
こ
の
〈
鼠
の
嫁
入
り
〉

は
寛
永
か
ら
享
保
の
頃
に
は
す
で
に
人
口
に
胎
灸
し
て
お
り
、
大
岡
越
前
が

組
練
の
博
識
を
試
す
の
に
こ
の
話
の
出
典
を
尋
ね
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
興
味
深
い
。
憶
測
を
重
ね
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
た
か
も
「
皐
賓
」
篇
は
第
六
番
目
に
配
さ
れ
て
い

309－-



太宰春台と『産語』
）

（7

る
。
前
滞
の
言
う
「
熟
読
数
篇
、
初
め
て
釈
然
た
る
も
の
の
如
く
、
忽
ち
眉

を
開
い
て
吠
笑
」
（
傍
点
引
用
者
。
以
下
同
じ
レ
注
）
、
春
台
の
著
作
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
祖
侠
の
破
顔
が
見
え
る
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
言
っ
た
ら

こ
じ
つ
け
が
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。

註
1
　
平
凡
社
　
東
洋
文
庫
　
日
本
お
伽
集
　
2

註
2
　
全
文
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
一
人
項
有
懸
疵
。
因
取
涼
宿
神
廟
。
神
問
此
何
人
。
左
右
答
日
蹴
気
毬

　
　
　
者
。
神
命
取
其
毬
来
。
其
人
失
疵
。
不
勝
踊
躍
而
出
。
次
日
又
一
疵
者
聞

　
　
　
其
故
。
亦
往
廟
宿
。
神
問
之
。
左
右
働
対
如
前
。
神
日
可
将
昨
毬
還
他
。

註
3
　
森
林
太
郎
他
撰
、
標
準
於
伽
文
庫
『
日
本
童
話
』
下
巻
解
説
〈
鼠
の
嫁
入

　
　
　
り
に
つ
い
て
〉
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
　
日
本
お
伽
集
　
2
）
に
は
、
山
崎
美

　
　
　
成
「
三
養
雑
記
」
そ
の
他
の
書
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
「
三
養
雑
記
」
に
該

　
　
　
当
記
事
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
類
似
の
記
事
と
し
て
、
山
崎
美
成
「
世
事

　
　
　
百
談
」
に
以
下
の
ご
と
き
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
荻
生
但
練
あ
る
人
に
い
へ
る
は
、
わ
れ
か
つ
て
よ
り
読
書
に
心
を
ひ
そ

　
　
　
め
、
和
漢
と
も
に
表
紙
の
つ
き
た
ら
ん
書
に
、
よ
ま
ざ
る
と
い
ふ
も
の
な

　
　
　
し
。
お
よ
そ
世
に
し
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
な
き
も
の
を
と
広
言
い
は
れ
し

　
　
　
か
ば
。
そ
の
人
云
、
さ
ら
ば
鼠
の
よ
め
入
り
と
い
ふ
冊
子
に
、
道
具
持
の

　
　
　
宰
領
に
つ
き
た
る
侍
の
鼠
の
名
を
、
棚
渡
仲
右
衛
門
と
い
ふ
名
あ
り
。

　
　
　
か
ゝ
る
こ
と
に
も
拠
の
あ
る
こ
と
に
や
と
問
ひ
け
る
に
、
さ
れ
ば
と
よ
、

　
　
　
そ
は
ど
ぶ
鼠
の
仲
間
が
出
世
し
て
足
軽
に
な
り
た
る
に
て
、
抱
朴
子
内
篇

　
　
　
に
、
鼠
寿
三
百
歳
、
満
百
歳
則
色
白
善
憑
人
而
下
。
名
目
仲
と
い
ふ
こ
と

　
　
　
あ
り
。
そ
の
侍
、
鼠
も
年
へ
し
か
ら
に
、
名
を
ば
仲
と
よ
べ
る
な
り
と
こ

　
　
　
た
へ
ら
れ
し
に
、
あ
る
人
も
そ
の
博
識
に
服
せ
し
と
か
や
。

註
4
　
但
練
の
死
は
享
保
十
三
年
、
『
経
済
録
』
の
自
序
は
享
保
十
四
年
の
日
付
を

　
　
　
持
っ
て
い
る
。
『
経
済
録
』
本
編
執
筆
後
に
序
が
書
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ

　
　
　
の
場
合
で
も
宮
田
説
も
十
分
可
能
。

（
三
）

　
ま
た
楽
施
第
二
に
は
、
こ
ん
な
説
話
が
あ
る
。
子
貢
と
禽
滑
麓
の
対
話
と

い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
孔
子
の
弟
子
子
貢
は
、
春
秋
、
衛
の
人
、
相
手

の
禽
滑
債
は
戦
国
時
代
、
魏
の
人
と
い
う
わ
け
で
、
両
者
に
「
時
代
的
ニ
ズ

レ
ガ
ア
ル
」
の
は
、
『
産
語
の
研
究
　
校
注
篇
第
一
冊
』
が
頭
注
す
る
と
お

り
で
、
そ
の
こ
と
自
体
、
こ
れ
が
仮
構
さ
れ
た
設
定
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

子
貢
、
禽
滑
餓
に
謂
ひ
て
曰
く
、
賜
こ
れ
を
仲
尼
に
聞
け
り
、
曰
く
、

「
人
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
こ
れ
を
知
る
者
あ
り
、
学
び
て
こ
れ
を
知

る
者
あ
り
、
困
し
み
て
こ
れ
を
知
る
者
あ
り
」
と
、
子
の
生
を
治
む
る

に
於
け
る
や
、
其
の
困
し
み
て
こ
れ
を
知
る
者
な
ら
ん
か
、
と
。
滑
麓

曰
く
、
唯
然
る
の
み
。
先
生
に
至
り
て
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
こ
れ

を
知
る
と
謂
ふ
べ
し
、
と
。

こ
の
よ
う
に
し
て
二
人
の
対
話
が
始
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
「
時
代
的
ニ
ズ
レ

ガ
ア
ル
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
子
貢
と
禽
滑
飯
な
の
か
。
こ
れ
を
読
む

ほ
ど
の
者
に
と
っ
て
、
子
貢
が
孔
子
七
十
子
の
う
ち
も
っ
と
も
富
裕
な
、
理

財
に
富
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
は
当
然
の
知
識
と
し
て
、
書
き
手

に
も
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
説
話
の
前
に

「
少
く
し
て
家
貧
し
く
、
落
映
し
て
行
き
て
塗
に
窮
す
」
に
始
ま
る
、
の
ち

に
墨
子
に
「
用
を
節
す
る
の
道
を
学
ぶ
」
こ
と
に
な
る
禽
滑
麓
の
破
産
困
窮

-
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の
説
話
が
配
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
さ
き
に
引
用
し
た
対
話
の
始
ま
り
の
部

分
は
そ
れ
を
承
け
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
子
貢
と
禽
滑
偕
と
い
う
組

合
せ
の
面
白
さ
が
一
層
効
果
的
な
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
虚
構
の
問
答

は
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
し
て
子
貢
が
一
方
的
に
訓
え
を
垂
れ
る
形
に
な
る
が
、

子
貢
の
そ
の
言
葉
は
孔
子
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
を
言
う
も
の
で
あ
る
と
は
い

え
、
前
引
の
「
人
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
」
の
一
節
が
『
論
語
』
季
氏
篇
に

基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
諸
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
順
に
見
て

み
よ
う
。

①
　
昔
賜
問
政
於
夫
子
、
日
、
足
食
足
兵
、
民
信
之
矣

　
『
論
語
』
顔
淵
篇
　
　
子
貢
問
政
、
子
日
、
足
食
足
兵
、
民
信
之
矣

②
　
夫
子
嘗
言
道
國
日
、
節
用
而
愛
人

　
『
論
語
』
学
而
篇
　
　
子
日
、
道
干
乗
之
國
、
敬
事
而
信
、
節
用
而
愛
人
、

使
民
以
時
、

③
　
斉
景
公
開
政
於
夫
子
、
日
、
政
在
節
財

　
『
史
記
』
孔
子
世
家
　
　
（
景
公
）
他
日
又
復
問
政
於
孔
子
、
孔
子
曰
、
政

在
節
財

④
　
夫
子
言
語
９
　
子
諸
侯
之
孝
目
、
制
節
謹
度
、
満
而
不
溢
、
其
言
庶
人
之

孝
則
日
、
謹
身
節
用
、
以
養
父
母

　
『
孝
経
』
諸
侯
章
　
　
在
上
不
騎
、
高
而
不
危
、
制
節
謹
度
、
満
而
不
溢
、

高
而
不
危
、
所
以
長
守
貴
也
、
満
而
不
溢
、
所
以
長
守
富
也

　
『
孝
経
』
庶
人
章
　
　
用
天
之
道
、
分
地
之
利
、
謹
身
節
用
、
以
養
父
母
、

此
庶
人
之
孝
也

⑤
　
夫
子
適
周
、
観
干
后
稜
之
廟
、
有
金
人
焉
、
銘
其
背
、
使
弟
子
識
之
、

銘
之
言
日
、
無
多
事
、
多
事
多
患
。

　
『
説
苑
』
敬
慎
　
　
　
孔
子
之
周
、
観
於
太
廟
右
陛
之
前
、
有
金
人
焉
、

三
絨
其
口
而
銘
其
背
曰
、
古
之
慎
言
人
也
、
戒
之
哉
、
戒
之
哉
、
無
多
言
、

多
口
多
敗
、
無
多
事
、
多
事
多
患
、
（
中
略
）
孔
子
顧
謂
弟
子
曰
、
記
之
、

此
言
雖
鄙
而
中
事
情
、
詩
曰
、
戦
戦
競
競
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
、
行
身

如
此
、
豊
以
口
遇
禍
哉
、

⑥
　
公
西
華
為
夫
子
使
於
斉
、
内
有
為
其
母
請
粟
、
再
請
而
夫
子
益
之
不

過
　
、
且
曰
、
君
子
周
急
不
継
富

　
『
論
語
』
雍
也
篇
　
　
子
華
使
於
斉
、
内
子
為
其
母
請
粟
、
子
曰
、
典
之

釜
、
請
益
、
日
興
之
　
、
再
子
典
之
五
秉
、
子
曰
、
赤
之
適
斉
也
、
乗
肥
馬
、

衣
軽
装
、
吾
聞
之
、
君
子
周
急
不
継
富

　
そ
れ
ぞ
れ
字
句
に
は
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
む
し

ろ
引
用
の
目
的
意
識
の
明
瞭
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
す
な
わ
ち
①
か
ら

は
　
「
政
の
食
を
足
ら
し
む
る
よ
り
始
む
る
を
知
る
」
と
、
②
③
④
か
ら
は

「
節
の
道
為
る
を
知
る
」
、
そ
し
て
⑤
⑥
か
ら
は
「
財
を
用
ふ
る
に
こ
れ
道
有

る
を
知
る
」
と
子
貢
が
自
己
の
経
験
を
要
約
す
る
と
い
う
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ

を
自
説
の
な
か
で
意
味
づ
け
る
。
異
同
は
、
そ
の
目
的
に
か
な
う
べ
く
行
な

わ
れ
た
断
章
取
義
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
前
漢
の
劉

向
（
仰
の
コ
～
仰
の
已
の
手
に
な
る
『
説
苑
』
敬
慎
か
ら
の
引
用
が
見
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（

ら
れ
る
こ
と
は
、
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
『
産
語
の
研
究
　
校
注
篇
第
一
冊
』
は
巻
末
に
人
名
・
地
名
・

引
用
語
録
・
未
詳
説
話
の
そ
れ
ぞ
れ
の
索
引
を
備
え
て
い
て
、
非
常
な
便
宜

を
与
え
て
く
れ
る
が
、
そ
の
出
典
別
に
ま
と
め
ら
れ
た
引
用
語
録
索
引
に
つ

け
ば
、
以
下
の
よ
う
な
出
典
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

易
経
・
詩
経
・
書
経
・
礼
記
・
論
語
・
孟
子
・
大
学
・
孝
経
・
老
子
・

荘
子
・
鶏
冠
子
・
1
　
子
・
菊
子
・
韓
非
子
・
晏
子
春
秋
・
国
語
・
呂
氏

春
秋
・
楚
辞
・
淮
南
子
・
斉
民
要
術
・
韓
詩
外
伝
・
史
記
・
漢
書
・
孔

子
家
語
・
列
子
・
説
苑
。

た
だ
し
、
こ
の
書
名
列
挙
は
ひ
と
つ
の
説
話
に
つ
い
て
複
数
の
出
典
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
る
の
を
す
べ
て
拾
い
出
し
た
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

複
数
の
出
典
指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
書
誌
的
に
古
い
成
立
と
見
ら

れ
て
い
る
も
の
に
一
本
化
す
る
と
、
全
体
の
な
か
で
時
代
的
に
下
限
に
位
置

す
る
の
は
『
説
苑
』
あ
た
り
に
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
『
産

語
』
を
が
り
に
春
台
の
著
作
で
な
い
と
考
え
る
に
し
て
も
、
そ
の
成
立
が

『
説
苑
』
を
、
す
な
わ
ち
漢
以
前
に
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
と
は
断
定
し
き
れ
な

い
の
は
当
然
と
し
て
も
、
春
台
は
『
説
苑
』
を
見
る
こ
と
は
で
き
た
。
『
説

苑
』
は
は
や
く
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
録
さ
れ
、
寛
文
八
年
（
吉
函
）

に
は
全
二
十
巻
の
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
春
台
は
、
践
文
に
「
書
中
言
ふ
所
、
皆
生
を
治
む
る
の
事
に
し
て
、

多
く
管
晏
李
便
白
圭
等
の
語
を
録
す
」
と
記
し
た
春
台
は
、
そ
う
し
た
書
誌

的
知
識
を
持
た
な
か
っ
た
か
、
ど
う
か
。
確
た
る
こ
と
は
こ
こ
で
も
ま
た
何

も
言
い
得
な
い
が
、
「
誰
か
此
書
の
管
晏
李
白
の
徒
の
著
す
所
に
し
て
、
亦

中
夏
に
逸
し
て
、
我
が
日
本
に
存
す
る
者
に
非
ざ
る
を
知
ら
ん
や
」
と
い
う

推
定
が
、
「
管
晏
李
狸
白
圭
」
を
前
面
に
押
し
立
て
て
、
「
漢
よ
り
以
来
、
歴

代
の
芸
文
経
籍
志
、
皆
載
せ
ず
」
す
な
わ
ち
『
漢
書
』
芸
文
志
が
最
古
の
書

籍
目
録
で
あ
る
が
故
に
と
は
い
え
、
そ
の
対
象
以
前
の
時
代
を
つ
よ
く
想
起

さ
せ
る
文
脈
の
な
か
で
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
が
り
に
『
説
苑
』
が
春

台
に
と
っ
て
も
馴
染
み
の
薄
い
書
物
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

い
さ
さ
か
の
不
自
然
な
印
象
は
免
れ
が
た
く
、
そ
の
分
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の

作
意
を
想
定
す
る
余
地
が
生
ま
れ
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
I
　
た
と
え
ば
、
前
引
⑤
に
『
説
苑
』
と
と
も
に
三
国
時
代
魏
の
王
粛
の
『
孔

　
　
　
子
家
語
』
観
周
「
無
多
言
、
多
言
多
敗
、
無
多
事
、
多
事
多
患
」
が
指
摘

　
　
　
さ
れ
る
類
い
。

註
2
　
後
魏
の
貿
思
1
　
の
『
斉
民
要
術
』
を
出
典
と
指
摘
す
る
箇
所
は
同
時
に

　
　
　
『
淮
南
子
』
を
も
挙
げ
て
い
る
。

註
3
　
春
台
が
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
狩
野
直
喜
『
漢
文
研
究
法
』

　
　
　
（
1
4
頁
）
に
よ
れ
ば
、
劉
向
劉
飲
父
子
に
そ
れ
ぞ
れ
『
別
録
』
『
七
略
』
の

　
　
　
書
あ
り
、
『
漢
書
』
芸
文
志
は
「
そ
れ
は
全
く
『
別
録
』
・
『
七
略
』
の
二

　
　
　
書
に
よ
り
た
る
も
の
に
て
、
殆
ど
そ
れ
を
抄
略
せ
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
」

　
　
　
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
そ
も
そ
も
序
文
は
「
管
晏
李
白
の
徒
の
著
す
所
」
と
言
う
一
方
で
、
そ
の

思
想
内
容
に
つ
い
て
は
「
儒
家
な
る
か
、
抑
法
家
な
る
か
、
予
其
の
属
す
る

所
を
定
む
る
能
は
ず
」
と
、
い
さ
さ
か
胡
乱
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
「
儒
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家
」
の
立
場
か
ら
の
逸
脱
傾
向
を
見
る
意
味
で
そ
の
よ
う
に
言
う
の
は
と
も

か
く
と
し
て
、
そ
れ
を
「
法
家
」
に
帰
属
せ
し
め
得
る
か
の
よ
う
な
言
挙
げ

は
、
『
産
語
』
の
ど
の
よ
う
な
内
容
に
基
づ
く
の
か
、
き
わ
め
て
あ
や
し
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
管
仲
・
晏
嬰
は
『
史
記
』
列
伝
第
二
に
管
晏
列
伝
を
用

意
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
斉
の
桓
公
、
以
て
覇
た
り
。
諸
侯
を

九
合
し
、
二
た
び
天
下
を
匡
す
は
、
管
仲
の
謀
な
り
」
、
ま
た
管
仲
の
死
後
、

百
余
年
に
し
て
現
わ
れ
た
晏
嬰
は
「
節
倹
力
行
を
以
て
斉
に
重
ん
ぜ
ら
る
」

と
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
李
便
・
白
圭
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
列

伝
の
最
後
第
六
十
九
、
そ
の
名
も
貨
殖
列
伝
に
、
滝
沢
『
会
注
考
証
』
が

「
両
者
相
須
ひ
て
成
る
、
偏
廃
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
史
公
、
白
圭
を
叙
せ
ん

と
欲
し
て
、
併
せ
て
李
便
に
及
ぶ
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
切
り
離
せ
な
い
一

対
の
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
、
李
便
は
「
魏
の
文
侯
の
時
に
当
り
て
、
李
克
く

務
め
て
地
力
を
尽
く
す
」
、
白
圭
は
「
吾
、
生
産
を
治
む
る
こ
と
、
猶
ほ
伊

尹
・
呂
尚
の
謀
、
孫
・
呉
の
用
兵
、
商
鞍
の
行
法
の
ご
と
き
是
れ
な
り
」
と

言
い
、
「
蓋
し
天
下
生
を
治
む
を
言
ふ
は
白
圭
を
祖
と
す
」
と
記
さ
れ
る
人

物
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
い
ず
れ
も
、
た
と
え
ば
管
仲
の
「
倉
度
実
ち
て
礼

節
を
知
り
、
衣
食
足
り
て
栄
辱
を
知
る
」
と
い
う
言
葉
が
端
的
に
示
し
て
い

る
よ
う
な
、
人
間
の
社
会
と
生
活
と
を
経
済
、
い
や
物
質
的
基
盤
を
第
一
と

し
て
考
え
る
立
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
、
鳥
鍛
第
一
に
「
庶
人
の
業
、
農
工
商
質
、
皆
生
を
治
む
る
所
以

な
り
」
、
す
な
わ
ち
「
其
の
事
殊
な
り
と
雖
も
、
其
の
生
を
為
む
る
所
以
た

る
Ｉ
な
り
、
是
れ
知
る
、
天
子
自
り
以
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
未
だ
生
を
治

む
る
を
以
て
事
と
為
さ
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
を
」
と
、
位
の
上
下
、
職
の
異
同

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
食
べ
る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
「
生
を
治
む
」
と

い
う
観
点
で
同
一
化
す
る
と
い
う
前
提
を
お
い
て
、
そ
れ
を
承
け
て
展
開
さ

れ
る
楽
施
第
二
の
以
下
の
よ
う
な
議
論
に
き
わ
め
て
明
瞭
に
看
取
し
得
る
立

場
で
あ
る
。

仁
者
施
す
を
楽
し
み
、
倹
者
予
ふ
る
を
重
ん
ず
。
施
し
て
節
無
け
れ
ば
、

必
ず
財
を
傷
り
、
財
を
傷
れ
ば
必
ず
流
亡
に
至
る
。
一
た
び
流
亡
に
至

れ
ば
、
則
ち
仁
義
有
り
と
雖
も
、
こ
れ
を
行
な
ふ
能
は
ず
。
予
ふ
る
を

重
ん
ず
れ
ば
則
ち
貨
殖
え
、
貨
殖
え
れ
ば
則
ち
用
足
る
。
萄
も
用
足
れ

ば
、
則
ち
仁
義
は
只
其
の
行
な
ふ
所
の
み
。

こ
こ
に
は
「
仁
義
」
の
物
質
性
と
で
も
言
う
べ
き
視
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、
孟
子
の
「
恒
産
無
け
れ
ば
、
因
り
て
恒
心
無
し
」
（
梁
恵
王
篇
第

一
）
と
い
う
言
葉
が
持
つ
意
味
以
上
に
徹
底
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
夫

れ
人
孝
な
り
と
雖
も
、
衣
食
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
父
母
を
安
ん
ず
る
能
は
ず
、

君
仁
な
り
と
雖
も
、
財
用
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
百
姓
を
安
ん
ず
る
能
は
ず
」

（
有
土
第
三
）
。

　
し
た
が
っ
て
、
と
い
う
次
第
で
、
先
述
の
禽
滑
諭
に
対
す
る
子
貢
の
口
を

借
り
る
形
で
、
「
財
を
足
ら
す
」
「
用
を
節
す
」
「
事
を
省
く
」
こ
と
の
重
要

性
が
述
べ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
議
論
が
さ
ら
に
見
せ
て
い
る
展
開
に
は
、

こ
う
い
う
儒
家
的
常
識
の
範
囲
で
の
経
済
策
を
み
ず
か
ら
空
無
化
し
て
し
ま

う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
続
く
楽
施
第
二
の
最

後
の
ふ
た
つ
の
説
話
。
ま
ず
ひ
と
つ
は
、
瞥
舵
、
荒
術
、
聾
兌
の
三
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
人
と
し
て
は
目
が
見
え
な
い
、
歩
け
な
い
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
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と
い
う
障
害
を
負
っ
て
い
る
が
、
「
夫
れ
以
て
督
と
聾
と
行
き
、
聾
と
璧
と

視
、
璧
と
督
と
聴
き
、
合
せ
て
こ
れ
を
用
ふ
れ
ば
、
千
里
を
行
く
と
雖
も
可

な
り
」
と
い
う
喩
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
「
財
を
足
ら
す
」
「
用
を
節
す
」
「
事

を
省
く
」
の
基
本
策
に
対
す
る
臨
機
の
応
用
と
し
て
「
余
有
る
を
以
て
足
ら

ざ
る
を
補
ふ
の
術
」
の
必
要
性
を
説
く
。
こ
れ
は
、
か
ま
わ
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
つ
ぎ
に
配
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
ん
な
説
話
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
ど

う
だ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
百
足
の
娃
が
一
本
足
の
受
を
、
お
ま
え
さ
ん
も
行
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
ね
と
嘲
弄
し
た
の
に
対
し
て
、
受
か
、
一
本
足
で
も
お
ま
え
に

引
け
は
と
ら
な
い
、
「
吾
を
以
て
子
を
観
れ
ば
、
子
の
九
十
九
足
は
、
豊
長

物
に
非
ず
や
、
子
必
ず
尽
く
こ
れ
を
用
ひ
以
て
行
く
、
亦
煩
し
か
ら
ず
や
」

と
反
駁
す
る
、
と
、
側
で
聞
い
て
い
た
蛇
が
受
に
対
し
て
「
吾
よ
り
こ
れ
を

観
れ
ば
、
子
の
一
足
も
亦
た
だ
長
物
な
る
の
み
」
、
自
分
に
足
の
無
い
こ
と

を
自
慢
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
『
荘
子
』
秋
水
篇
に
「
受
は
鉉
を
憐
い
、
娃
は
蛇
を
憐
い
」
に
始

ま
る
一
節
か
お
る
が
、
そ
れ
を
内
容
と
し
て
逆
転
さ
せ
た
説
話
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
い
っ
た
い
何
を
言
わ
ん
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
蛙
・
、
唆
、

蛇
、
三
者
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
、
最
後
に
「
造
物
」
が
こ
ん
な
風
に
し
め

く
く
っ
て
い
る
。

善
き
哉
、
無
の
用
を
知
る
や
、
夫
れ
多
少
有
無
は
、
亦
物
の
自
然
な
り
、

我
美
荷
焉
、
是
故
に
有
に
し
て
其
の
有
を
楽
し
め
ば
、
則
ち
こ
れ
を
益

す
る
に
天
下
の
有
を
以
て
し
て
も
、
亦
足
ら
ざ
る
所
あ
り
、
無
に
し
て

其
の
無
を
楽
し
め
ば
、
則
ち
適
く
と
し
て
足
ら
ざ
る
所
無
し
、
其
れ
足

る
と
足
ら
ざ
る
と
、
吾
れ
将
に
こ
れ
を
如
何
せ
ん
、
夫
れ
無
に
し
て
其

の
無
を
楽
し
む
能
は
ざ
る
者
の
ご
と
き
は
、
其
れ
盗
賊
の
機
な
ら
ん
か
。

「
多
少
有
無
」
は
「
物
の
自
然
」
、
ゆ
え
に
「
造
物
」
に
し
て
も
「
足
る
と
足

ら
ざ
る
と
、
吾
れ
将
に
こ
れ
を
如
何
せ
ん
」
、
こ
れ
で
は
、
さ
き
に
そ
の
必

要
性
を
説
い
た
ば
か
り
の
「
余
有
る
を
以
て
足
ら
ざ
る
を
補
ふ
の
術
」
と
は
、

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
無
の
用
」

と
い
う
言
葉
が
示
唆
的
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
「
余
有
る
を
以
て
足
ら

ざ
る
を
補
ふ
の
術
」
に
至
る
ま
で
の
、
言
っ
て
み
れ
ば
儒
家
的
方
策
を
超
越

す
る
〈
無
為
〉
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
に
言
え
ば
、
春
台
『
経
済
録
』
巻
之
十
「
無
為
」
の
章
が
お
の

ず
と
思
い
出
さ
れ
よ
う
が
、
そ
の
前
に
「
無
用
」
は
有
人
第
五
で
は
こ
ん
な

ふ
う
に
述
べ
ら
れ
て
も
い
る
事
を
見
て
お
き
た
い
。

　
人
の
衣
食
住
、
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
そ
の
必
要
量
は
決
ま
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
「
此
れ
を
過
ぎ
る
以
外
、
皆
無
用
の
物
と
為
す
」
と
い
え
る
。
「
然

り
と
雖
も
、
盤
に
鎖
胎
無
け
れ
ば
、
以
て
飽
を
取
る
に
足
ら
ず
、
寝
衣
一
身

有
半
を
長
ぜ
ず
ん
ば
、
以
て
煥
を
取
る
に
足
ら
ず
、
堂
に
東
西
の
序
無
け
れ

ば
、
以
て
安
を
取
る
に
足
ら
ず
」
と
い
う
わ
け
で
、

此
れ
に
よ
り
て
之
を
観
れ
ば
、
無
用
の
用
為
る
や
、
亦
大
な
ら
ず
や
、

故
に
人
無
用
の
用
を
知
り
、
然
る
後
に
興
に
胎
生
を
言
ふ
べ
し
、
夫
れ

胎
生
を
知
る
者
は
、
能
く
無
用
を
有
用
の
余
に
取
り
、
有
事
を
無
事
の

中
に
存
す
る
者
な
り
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と
。
こ
こ
で
の
「
無
用
」
の
重
視
は
、
そ
の
語
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
道

家
的
色
彩
を
い
っ
さ
い
帯
び
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
「
有
用
」
＝
生
存
の
最

低
条
件
、
そ
の
最
低
条
件
を
越
え
た
レ
ベ
ル
＝
「
無
用
」
に
お
け
る
人
間
生

活
を
謂
う
の
は
、
道
家
的
語
彙
を
逆
手
に
と
っ
て
の
礼
の
思
想
と
し
て
、
き

わ
め
て
儒
家
的
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
春
台
の
『
経
済
録
』
巻
之
十
「
無
為
」
の
章
に
は
、
「
無
為
ト
云

ハ
、
何
事
ヲ
モ
ナ
サ
ぐ
ル
也
」
と
定
義
し
た
上
で
、
「
無
為
二
二
ツ
有
リ
。

聖
人
ノ
無
為
有
リ
。
老
子
ノ
無
為
有
リ
」
と
言
う
。
さ
き
に
「
無
用
の
用
為

る
や
、
亦
大
な
ら
ず
や
」
と
す
る
「
無
用
の
用
」
は
、
こ
の
「
聖
人
ノ
無

為
」
に
重
ね
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

聖
人
ノ
無
為
ハ
、
上
モ
下
モ
、
一
向
二
作
為
ス
ル
コ
ト
無
キ
ヲ
云
ニ
ハ

非
ズ
。
百
官
皆
夫
々
ノ
人
才
ヲ
得
テ
、
政
事
ヲ
任
セ
テ
君
ハ
上
二
安
ク
、

民
ハ
下
二
安
ク
、
四
海
ノ
内
ニ
、
一
人
モ
其
所
ヲ
得
ザ
ル
者
無
キ
ヲ
無

為
上
二
。

つ
ま
り
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
作
為
の
極
み
と
し
て
の
「
無
為
」
で
あ
る
。
そ

ん
な
中
で
こ
そ
、
「
無
用
の
用
」
は
十
全
に
果
た
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
「
老
子
ノ
無
為
」
と
は
何
か
。

老
子
ノ
無
為
ハ
、
上
モ
下
モ
、
一
向
二
作
為
ス
ル
コ
ト
無
ク
、
天
地
自

然
ノ
勢
二
任
セ
テ
、
天
下
ノ
事
二
少
モ
手
ヲ
著
ケ
ズ
、
其
成
行
マ
ー
ー

シ
テ
捨
置
義
也
。

前
述
の
、
「
物
の
自
然
」
に
対
し
て
「
造
物
」
と
い
え
ど
も
「
足
る
と
足
ら

ざ
る
と
、
五
に
れ
将
に
こ
れ
を
如
何
せ
ん
」
と
す
る
と
き
の
［
無
の
用
］
に
、

こ
の
「
老
子
ノ
無
為
」
を
読
む
こ
と
は
決
し
て
不
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ

し
て
『
経
済
録
』
は
「
老
子
ノ
無
為
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
「
儒
者
ヨ
リ
見

レ
バ
、
不
仁
ナ
ル
様
二
思
ヘ
ド
モ
不
仁
ニ
ハ
非
ズ
。
此
道
ハ
衰
世
二
宜
キ
道

也
」
と
述
べ
、
「
当
代
モ
元
禄
以
来
、
海
内
ノ
士
民
困
窮
シ
テ
、
国
家
ノ
元

気
衰
ヘ
タ
レ
バ
、
只
今
ノ
世
八
万
事
ヲ
止
メ
テ
、
偏
二
無
為
ヲ
行
フ
ベ
キ
時

節
也
」
と
す
る
現
状
認
識
を
示
し
た
。
『
経
済
録
』
の
最
終
巻
に
「
無
為
」

と
「
易
道
」
の
章
が
配
さ
れ
、
『
産
語
』
の
最
終
章
が
や
は
り
易
占
を
意
味

す
る
「
良
ト
」
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
偶
然
だ
ろ
う
か
。
そ
の
『
産

語
』
良
ト
第
十
二
に
同
じ
く
、
聖
人
の
治
さ
え
無
効
で
あ
る
よ
う
な
時
代
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

　
「
昔
者
先
王
」
の
治
世
に
は
、
巡
狩
や
使
者
に
よ
っ
て
為
政
者
が
民
情
を

よ
く
把
握
し
て
い
た
の
で
、
「
朝
に
訣
言
無
く
、
民
に
飾
政
無
し
、
天
下
煕

煕
と
し
て
、
春
台
に
登
る
が
如
し
、
安
ん
ぞ
其
の
所
を
得
ざ
る
者
有
ら
ん

や
」
。
と
こ
ろ
が
、
「
後
世
は
則
ち
然
ら
ず
」
で
、

百
姓
困
窮
し
、
愁
苦
の
声
野
に
振
へ
ど
も
、
君
こ
れ
を
聞
く
を
欲
せ
ず
、

有
司
こ
れ
を
知
れ
ど
も
、
あ
え
て
以
聞
せ
ず
、
訣
言
朝
に
盈
ち
、
や
や

も
す
れ
ば
繩
ち
万
歳
を
呼
び
、
災
妖
天
地
に
見
は
る
と
も
驚
か
ず
、
盗

賊
充
斥
す
れ
ど
も
、
以
て
患
と
為
さ
ず
、
君
は
楽
し
み
を
上
に
耽
り
、

臣
は
安
を
下
に
楡
み
、
萄
め
に
目
前
を
利
し
て
、
国
家
の
難
を
慮
ら
ず
、

三
季
の
世
是
れ
の
み
。
斯
の
時
に
当
り
、
聖
人
を
し
て
こ
れ
を
治
め
し

む
と
雖
も
、
亦
未
だ
こ
れ
を
如
何
と
も
せ
ざ
ら
ん
、
滅
亡
に
至
り
て
後
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已
む
の
み
、
豊
哀
し
か
ら
ず
や
。

「
三
季
の
世
」
、
理
想
的
な
聖
人
の
治
世
と
し
て
唐
虞
三
代
と
称
さ
れ
る
う
ち

の
夏
殷
周
の
末
期
で
さ
え
、
既
に
聖
人
の
治
の
無
効
が
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
前
に
し
て
は
は
や
有
効
な
対
処
の
仕
方

を
持
だ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
こ
に
「
老
子
ノ
無
為
」
が
要
請
さ

れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
た
ど
っ
て
み
た
『
産
語
』
の
論
理
は
、
春
台
の
欧
文
に
言
う
よ
う

に
儒
家
か
ら
の
逸
脱
傾
向
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
抑

法
家
な
る
か
」
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
道
家
の
思

想
へ
の
親
灸
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
の
論
理
構
成
に
お

い
て
『
経
済
録
』
に
等
し
い
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
五
）

　
さ
て
、
神
谷
が
非
常
に
注
目
し
た
も
の
に
有
土
第
三
に
展
開
さ
れ
て
い
る

李
便
の
　
「
尽
地
力
之
説
」
か
お
る
。
そ
れ
は
魏
の
文
侯
に
李
惺
が
語
る
、

「
臣
少
か
り
し
時
、
中
山
に
宦
し
、
逆
旅
に
舎
し
、
異
人
に
遇
ふ
、
臣
に
語

る
に
地
力
を
尽
く
す
の
説
を
以
て
す
」
に
始
ま
る
か
な
り
長
い
弁
舌
で
あ
る
。

神
谷
に
よ
れ
ば
、
そ
の
詳
細
な
こ
と
は
他
に
例
の
無
い
も
の
で
、
そ
れ
が
神

谷
説
の
根
拠
に
も
な
っ
て
い
る
一
節
で
あ
る
が
、
さ
き
ほ
ど
見
て
き
た
よ
う

に
、
儒
家
か
ら
の
逸
脱
傾
向
を
見
せ
る
点
の
論
理
構
成
に
お
い
て
『
経
済

録
』
に
等
し
い
も
の
が
見
出
だ
せ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
が
春
台
に
よ
っ
て
仮

構
さ
れ
た
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
、
さ
ほ
ど
の
無
理
は
な
に
も
無
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
「
尽
地
力
之
説
」
と
は
、
何
か
。
曰
く
、
「
所
謂
地
力
を
尽
く
す
と
は
、
地

を
し
て
遺
利
無
か
ら
し
む
る
の
謂
な
り
」
と
。
そ
も
そ
も
地
に
五
種
あ
り
、

「
山
林
」
「
川
洋
」
「
丘
陵
」
「
墳
術
」
［
原
陽
］
が
そ
れ
で
、

地
力
を
尽
く
す
を
知
る
者
は
、
其
の
土
性
に
率
ひ
、
生
ず
る
所
を
害
さ

ず
、
無
き
所
を
疆
ひ
ず
、
務
め
て
民
の
衣
食
を
眼
、
国
の
財
用
を
利
し
、

然
る
後
に
有
と
無
と
交
易
し
、
饒
と
乏
と
均
分
し
、
彼
此
皆
其
の
利
を

得
、
憾
む
者
有
る
無
し
、
夫
れ
斯
く
の
如
け
れ
ば
、
則
ち
地
に
遺
利
無

く
し
て
、
方
寸
の
地
も
賓
た
ら
ざ
る
者
無
し
、
地
力
を
尽
く
す
を
知
ら

ざ
る
者
は
是
れ
に
反
し
、
土
性
を
審
か
に
せ
ず
、
上
宜
を
察
せ
ず
、
唯

穀
と
桑
麻
と
の
み
是
れ
求
む
、

こ
の
説
を
支
え
て
い
る
論
理
は
、
「
水
上
の
生
ず
る
所
、
風
気
の
敏
す
る
所
、

物
性
各
殊
な
り
」
と
す
る
考
え
方
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
『
経
済
録
』

巻
五
食
貨
に
や
や
簡
略
な
が
ら
、
や
は
り
李
狸
の
「
尽
地
力
之
説
」
が
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
を
論
拠
と
す
る
の
で
は
な
し
に
、
春
台

の
仮
構
を
、
「
尽
地
力
之
説
」
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
論
理
そ
の
も
の
が
、

じ
つ
に
阻
徐
学
的
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
右
の
引
用
を
読
ん
で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
「
人
は
そ
の
性
の
殊

な
る
所
に
随
ひ
て
、
お
の
お
の
能
く
す
る
所
あ
り
。
こ
れ
材
な
り
」
と
い
う

組
侠
『
弁
名
』
　
（
性
情
才
）
　
の
言
葉
で
あ
り
、
あ
る
い
は
同
じ
く
阻
徐
が

「
気
質
」
の
「
不
変
化
」
を
論
じ
て
人
材
に
及
ぶ
『
答
間
書
』
中
の
次
の
よ

－302－
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う
な
｝
節
で
あ
る
。

気
質
を
変
化
す
る
と
中
候
事
は
、
宋
儒
の
妄
説
に
て
な
ら
ぬ
事
を
人
二

責
候
無
理
之
至
に
候
。
気
質
は
何
と
し
て
も
変
化
は
な
ら
ぬ
物
に
て
候
。

米
は
い
っ
迄
も
米
、
豆
は
い
つ
ま
で
も
豆
ニ
て
候
。
只
気
質
を
養
ひ
候

て
、
其
生
れ
得
た
る
通
り
を
成
就
い
た
し
候
が
学
問
に
て
候
。
た
と
へ

ば
米
に
で
も
豆
二
て
も
、
そ
の
天
性
の
ま
ゝ
に
実
い
り
よ
く
候
様
ニ
こ

や
し
を
致
し
た
て
候
ご
と
く
二
候
。
し
い
な
に
て
は
用
二
立
不
申
候
。

さ
れ
ば
世
界
の
為
に
も
、
米
は
米
に
て
用
ニ
た
ち
、
豆
は
豆
ニ
て
用
に

立
中
候
。
米
は
豆
二
は
な
ら
ぬ
物
に
候
。
豆
は
米
に
は
な
ら
ぬ
物
二
候
。

宋
儒
之
説
の
ご
と
く
気
質
を
変
化
し
て
渾
然
中
和
二
成
候
は
ば
、
米
と

も
っ
か
ず
豆
と
も
っ
か
ぬ
物
二
成
だ
き
と
の
事
二
候
や
。
そ
れ
は
何
之

用
に
も
立
中
間
敷
候
。
又
米
に
て
豆
に
も
な
り
、
豆
に
て
米
ニ
も
用
ら

れ
候
様
に
と
中
事
二
候
は
ば
、
世
界
に
左
様
な
る
事
は
無
之
事
二
候
。

「
気
質
」
と
は
「
天
よ
り
秦
得
、
父
母
よ
り
う
み
付
候
事
」
、
本
然
の
性
を
仮

説
し
な
い
、
平
た
く
言
っ
て
、
持
っ
て
生
れ
た
生
れ
つ
き
の
事
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
組
練
が
人
間
に
つ
い
て
述
べ
た
議
論
を
、
主
題
を
土
地
の
生
産
力
す

な
わ
ち
「
地
力
」
に
移
し
か
え
れ
ば
、
そ
の
論
理
構
造
そ
の
も
の
に
基
本
的

な
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
し
に
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
こ
こ
に
春
台
の
示
す

李
便
「
尽
地
力
之
説
」
に
重
な
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
土
地
は
ど
う
い
う
土
地

と
し
て
役
に
立
た
な
い
上
地
と
い
う
も
の
は
な
い
こ
と
、
「
世
界
の
為
に
も
、

米
は
米
に
て
用
ニ
た
ち
、
豆
は
豆
二
て
用
に
立
申
候
」
。
そ
れ
を
ど
ん
な
土

地
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
た
だ
「
穀
と
桑
麻
と
の
み
」
産
し
得
る
土
地

だ
け
を
有
用
と
す
る
の
は
、
「
な
ら
ぬ
事
を
人
二
責
候
無
理
之
至
に
候
」
で

あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
断
片
と
し
て
遺
さ
れ
た
李
惺
「
尽
地
力
之
説
」

は
、
組
練
学
に
と
っ
て
そ
の
パ
ラ
レ
ル
な
論
理
構
成
ゆ
え
に
な
じ
み
や
す
い

議
論
で
あ
り
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
春
台
に
は
そ
れ
を
敷
術
す
る
素
地
が
十
分

に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
敷
術
が
時
と
し
て
創
作
の
形
に
近
づ
く
こ
と
は
異
と

す
る
に
足
り
な
い
。

　
以
上
、
本
稿
は
結
果
と
し
て
大
概
、
宮
田
明
の
序
文
を
裏
付
け
る
よ
う
な

形
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
『
産
語
』
は
不
思
議
な
著
作
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
春
台
の
〈
仮
託
〉
だ
と
し
て
も
、
そ
の
〈
仮
託
〉
の
真
意
が
知
れ
な

い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
仮
託
〉
の
真
意
が
知
れ
な
い
か
ぎ
り
、
体

裁
が
体
裁
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
読
み
取
れ
ば
い
い
の
か
、

こ
ち
ら
の
姿
勢
を
決
め
か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
は
実
は
『
産

語
』
を
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
も
中
心
の
課
題
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
が
、
そ
の
前
提
が
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

ひ
と
ま
ず
稿
を
改
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年
十
月

附
記
　
『
産
語
の
研
究
　
校
注
篇
第
一
冊
』
に
つ
い
て
は
、
金
谷
治
教
授
の
御
示
教

　
　
　
が
な
け
れ
ば
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
の
み
な
ら
ず
御
好
意

　
　
　
で
気
ま
ま
な
借
覧
を
許
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま

　
　
　
す
。

-301-
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